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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 1,164,6131,061,3364,362,773

経常利益又は経常損失(△)（千円） 15,894 7,065 △204,693

四半期純利益又は四半期

(当期）純損失(△)（千円）
△192,208 5,064 △405,635

四半期包括利益又は包括利益（千円）　 △227,994△24,750△483,152

純資産額（千円） 2,901,2762,621,2942,646,044

総資産額（千円） 4,352,7633,978,8514,000,531

１株当たり四半期純利益金額又は四半期

（当期）純損失金額(△)（円）
△11.13 0.29 △23.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.7 65.9 66.1

　 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

　　　　　  は記載しておりません。　

　　 　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４　第67期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計

　　基準」(企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

　　　載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況　

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高やデフレの長期化、厳しい雇用情勢・所得環境など厳しい

状況のなかで、平成23年3月11日に発生した東日本大震災による、消費自粛ムードの広がりなどにより消費者の購買意

欲を大きく減退させる状況となりました。一方、東北地方を中心に復興需要もあり、徐々に持ち直しの兆しが出てまい

りましたが、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

  このような環境の下で当社グループは前期に引き続きオーダーメイドを柱に経営資源の集約化をするとともにブ

ランド力の強化に取り組んでまいりました。経営成績につきましては、売上高は退店等の影響や消費自粛ムードもあ

り10億６千１百万円（前年同四半期比8.9%減）となりました。利益面については前期に引き続き売上総利益率の改善

と販売費及び一般管理費の削減等を行いましたが、営業損失３千万円（前年同四半期は１千９百万円の営業損失）と

なりました。また、主に受取配当金２千７百万円があったこと等により経常利益は７百万円（前年同四半期比55.5%

減）となりました。四半期純利益については当期は、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響がなくなったことによ

り、四半期純利益５百万円（前年同四半期は１億９千２百万円の四半期純損失)となりなりました。

　セグメント別では、小売事業が売上高５億４千９百万円（前年同四半期比11.4%減）、営業損失８百万円(前年同四半

期は１千１百万円の営業損失)、卸売事業が売上高３億４千５百万円（前年同四半期比6.5%減）、営業損失３千万円

(前年同四半期は３千５百万円の営業損失)、受託縫製事業が売上高１億５千７百万円（前年同四半期比6.2%減）、営

業損失７百万円(前年同四半期は１千９百万円の営業利益)となりました。

　

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)研究開発活動

　　　  該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,706,000

計 35,706,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発
行数(株)

（平成23年6月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成23年8月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,044,715 18,044,715

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。　

計 18,044,715 18,044,715 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年6月29日

（注）　　　　　　　
－ 18,044,715 － 2,727,560△593,587 242,303

　（注） 平成23年6月29日の定時株主総会決議により資本準備金835,890千円のうち、593,587千円を取崩し、損失処理額

　　　　 としております。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載できないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　 778,000 －

　権利内容に何ら限定の

　ない当社における標準

　となる株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式17,194,000　 17,194　同上

単元未満株式 　普通株式　　72,715 － 　同上

発行済株式総数 　　　　　18,044,715 － －

総株主の議決権 － 17,194 －

   (注)「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式301株が含まれております。　

　　　　②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社銀座山形屋
　東京都中央区築地

　三丁目５番４号
778,000－ 778,000 4.31

計 － 778,000－ 778,000 4.31

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在における自己株式数は778,301株で、発行済株式総数に対する所有株式数の

割合は4.31％であります。

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 699,126 750,136

受取手形及び売掛金 404,647 396,481

商品及び製品 166,520 148,077

仕掛品 15,229 16,986

原材料 142,224 141,161

その他 76,251 69,743

貸倒引当金 △4,710 △2,617

流動資産合計 1,499,288 1,519,970

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 151,762 146,498

その他（純額） 274,309 281,161

有形固定資産合計 426,071 427,659

無形固定資産

その他 10,431 9,827

無形固定資産合計 10,431 9,827

投資その他の資産

投資有価証券 1,010,416 981,013

敷金及び保証金 826,217 826,215

その他 342,101 327,465

貸倒引当金 △113,996 △113,300

投資その他の資産合計 2,064,739 2,021,393

固定資産合計 2,501,243 2,458,881

資産合計 4,000,531 3,978,851

負債の部

流動負債

買掛金 181,766 187,051

未払法人税等 11,178 4,082

ポイント引当金 36,735 33,973

その他 302,435 312,899

流動負債合計 532,116 538,006

固定負債

退職給付引当金 493,375 495,165

役員退職慰労引当金 89,013 82,254

資産除去債務 219,429 219,442

その他 20,552 22,689

固定負債合計 822,370 819,551

負債合計 1,354,487 1,357,557
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 882,948 242,303

利益剰余金 △776,663 △130,954

自己株式 △79,225 △79,225

株主資本合計 2,754,620 2,759,684

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △108,575 △138,390

その他の包括利益累計額合計 △108,575 △138,390

純資産合計 2,646,044 2,621,294

負債純資産合計 4,000,531 3,978,851
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,164,613 1,061,336

売上原価 529,678 496,215

売上総利益 634,935 565,120

販売費及び一般管理費 654,236 595,818

営業損失（△） △19,301 △30,697

営業外収益

受取利息 588 472

受取配当金 29,019 27,207

受取手数料 3,755 2,881

雑収入 6,499 7,546

営業外収益合計 39,863 38,107

営業外費用

支払利息 147 112

雑損失 4,521 231

営業外費用合計 4,668 344

経常利益 15,894 7,065

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 91 －

貸倒引当金戻入額 1,923 －

特別利益合計 2,014 －

特別損失

固定資産除却損 301 －

減損損失 293 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 206,376 －

特別損失合計 206,970 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△189,061 7,065

法人税、住民税及び事業税 3,146 2,001

法人税等合計 3,146 2,001

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△192,208 5,064

四半期純利益又は四半期純損失（△） △192,208 5,064
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△192,208 5,064

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35,786 △29,814

その他の包括利益合計 △35,786 △29,814

四半期包括利益 △227,994 △24,750

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △227,994 △24,750

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費  13,601千円 13,065千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１.配当に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

　　　　　２.株主資本の金額の著しい変動

　平成23年５月24日開催の取締役会において、平成23年６月29日開催の第67期定時株主総会に資本準備金の

額の減少及び剰余金の処分について、以下の内容について付議することを決議し、同株主総会にて承認可決

されております。なお、本件は、「純資産の部」の勘定内の振替であり、当社グループの純資産合計に変動は

ありません。 

(1)資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的

　繰越利益剰余金の欠損の填補を行うことを目的として、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を行　　お

うとするものであります。

(2)資本準備金の額の減少の要領

　　① 減少する準備金の額

　　　　資本準備金　　　　　　593,587千円

　　② 増加する剰余金の額

　　　　その他資本剰余金　　　593,587千円

(3)剰余金の処分の要領

　　① 減少する剰余金の額

　　　　その他資本剰余金　　　640,645千円

　　② 増加する剰余金の額

　　　　繰越利益剰余金　　　　640,645千円

　上記の結果、当第１四半期連結会計期間において資本剰余金が640,645千円減少し、利益剰余金が640,645千

円増加しております。当第１四半期連結会計期間末においては資本剰余金が242,303千円、利益

剰余金が△130,954千円となっております。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）   

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 619,927　 370,059168,2761,158,2636,3501,164,613

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － 504,325504,325△504,325 －

計 619,927370,059672,6011,662,588△497,9751,164,613

セグメント利益又は損失（△） △11,681△35,21619,968△26,9297,504△19,425

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない持株会社としての管理業務、不動産賃貸業等を含んでおり

ます。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　      （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △26,929

「その他」の区分の利益 7,504

セグメント間取引消去 1,427

棚卸資産の調整額 △2,861

その他の調整額 1,558

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △19,301

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

  　　　該当事項はありません。　

　　

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。　

　　

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）   

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 549,434　 345,862157,8541,053,1518,1851,061,336

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － 425,292425,292△425,292 －

計 549,434345,862583,1471,478,443△417,1071,061,336

セグメント利益又は損失（△） △8,974△30,565△7,062△46,60213,816△32,785

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない持株会社としての管理業務、不動産賃貸業等を含んでおり

ます。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　      （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △46,602

「その他」の区分の利益 13,816

セグメント間取引消去 1,427

棚卸資産の調整額 410

その他の調整額 250

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △30,697

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

  　　　該当事項はありません。　

　　

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。　

　　

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

　　四半期純損失金額（△）
△11円13銭 0円29銭

（算定上の基礎） 　  

　　四半期純利益金額又は四半期純損失金額

　（△）（千円）
△192,208 5,064

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

　　損失金額（△）（千円）
△192,208 5,064

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,267 17,266

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 　 平成23年8月10日

株式会社銀座山形屋　

　 取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人トーマツ　

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齋藤　  　淳　印

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 平野　　雄二　印

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山

形屋の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月１

日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上　　

　(注)１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　  　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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